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冬の安全な交通確保のために

道路の除雪はみんなの力で
冬期間の安全で円滑な交通を確保するため、幹線道路や通学路などの主要な道路を
中心に、除雪や凍結防止剤を散布します。
市等で除雪しきれない生活道路や自宅の前、歩道などは、各区に貸与の「歩行型除
雪機」を活用し、隣近所で協力し合って、除雪をお願いします。

目安で積雪が 10㌢以上になると
除雪車が出動します

●昨年度の実績　
台数：105 台
除雪延長：約 873㎞

※市道総延長 1,694㎞の 52％
延べ作業時間：

・除雪 1,335 時間
・凍結防止剤散布 320 時間
除雪関連事業費：約１億 1270 万円

●問い合わせ
▷市道
建設課維持担当（471・2425　672・3569）

▷国道 19 号
長野国道事務所松本国道出張所（425・5752）

▷国道 147・403 号・県道
安曇野建設事務所（472・8880）

▷国道 143 号
松本建設事務所（℡ 47・7800）

寄せられた雪の除雪を　
大型除雪車がやむを得ず玄関や車庫の前などに雪を

寄せていくことがあります。玄関などへ寄せられた雪
の除雪にご協力ください。

道路や水路に雪を捨てない　
除雪した雪を道路に出すと、道幅が狭くなり、通行

の支障や交通事故の原因となります。また、水があふ
れることがありますので、水路へ雪を捨てないでくだ
さい。

グリーンベルトはみんなの力で　
大型除雪車では、グリーンベルトの除雪はできませ

ん。地域やＰＴＡの皆さんのご協力をお願いします。

路上駐車はしない　
除雪車のほか、救急車・消防車の活動の妨げになる

ので、路上駐車はしないでください。
除雪車は夜間や早朝に作業

主に深夜から早朝にかけて除雪をします。通勤・通
学時までに除雪が終わらない場合もありますので、ご
理解・ご協力ください。

作業中の除雪車に近づかない
作業中は事故防止のため、安全運転に努めますが、

除雪車への接近や無理な追い越しはしないでくださ
い。

凍結防止剤の散布　
各区に凍結防止剤を配布しますので、生活道路や歩

道などへの散布にご協力ください。

➡

別冊　安曇野市公民館報
　　　農業委員会だより
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●
主
な
施
設
の
年
末
年
始
の
休
業
日

名称
平成 29 年 12 月 平成 30 年１月

26日（火）27日（水）28日（木）29日（金）30日（土）31日（日）1日（月） 2日（火） 3日（水） 4日（木）

暮
ら
し

市役所 ･ 支所 ･ 各保健センター・穂高
健康支援センター

12 月 29 日　～　1 月 3 日
※証明書コンビニ交付含む

市夜間急病センター 12 月 30 日　～　1 月 3 日
豊科葬祭センター 12 月 31 日　～　1 月 3 日
穂高クリーンセンター ※ 29 日は可燃ごみのみ 12 月 30 日　～　１月３日
市ふるさとハローワーク（地域職業相談室） 12 月 29 日　～　1 月 3 日

生
涯
学
習
・
交
流
等
施
設

穂高交流学習センター「みらい」

12 月 28 日　～　1 月 4 日
※三郷図書館　～ 3 月 9 日まで　移転開館準備のため臨時休館中

中央図書館（「みらい」内）
豊科交流学習センター「きぼう」
熊井啓記念館（「きぼう」内）
明科子どもと大人の交流学習館「ひまわり」
図書館（豊科・三郷 ･ 堀金 ･ 明科）
公民館（豊科・穂高・三郷・堀金・明科）
児童館

12 月 29 日　～　1 月 3 日市民活動サポートセンター「くるりん広場」
豊科ふれあいホール
穂高鐘の鳴る丘集会所 12 月 28 日　～　2 月 28 日
まちづくり会館（豊科） 12 月 29 日　～　1 月 3 日勤労者福祉センター（穂高）
三郷小倉多目的センター 12 月 28 日　～　1 月 4 日
自然体験センター「せせらぎ」 12 月 29 日　～　1 月 3 日

博
物
館
・
美
術
館
施
設

豊科郷土博物館

12 月 28 日　～　1 月 4 日

豊科近代美術館
田淵行男記念館
飯沼飛行士記念館
安曇野髙橋節郎記念美術館
貞享義民記念館
臼井吉見文学館
穂高郷土資料館 12 月 28 日　～　2 月 28 日　（冬季休館）
穂高陶芸会館 12 月 25 日　～　2 月 28 日　（冬季休館）
碌山公園研成ホール 12 月 29 日　～　1 月 3 日

体
育
施
設

豊科南社会体育館

12 月 28 日　～　1 月 4 日

豊科勤労者総合スポーツ施設
豊科武道館
豊科弓道場
高家スポーツ広場（アーチェリー場）
豊科屋内ゲートボール場
穂高総合体育館
牧体育館
三郷体育館（社会体育館）
三郷文化公園体育館
堀金総合体育館
堀金多目的屋内運動場（常念ドーム）
明科体育館

名称 26日（火）27日（水）28日（木）29日（金）30日（土）31日（日）1 日（月）2 日（火）3 日（水）4 日（木）

入
浴
・
体
験
・
加
工
施
設

あづみ野ガラス工房 12 月 26 日　～　1 月 5 日
ビレッジ安曇野 無休　※ 31 日と 1 日は風呂のみ午前 10 時 30 分～午後５時
プラザ安曇野 無休　※ 31 日は午前９時 30 分～午後４時、１日は午前 10 時～午後４時
チロル 12 月 26 日　～　1 月５日
安曇野しゃくなげの湯 12月31日～1月3日は午前9時30分～午後6時
ファインビュー室山

無休ほりでーゆ～四季の郷
長峰荘
湯多里山の神 ※ 31 日、1 日は午前 10 時 30 分～午後５時
あづみ野ランド 12 月 30 日　～　１月４日
天平の森 12 月 11 日　～　3 月 23 日　（冬季休業）
三郷農村環境改善センター 12 月 30 日　～　1 月 4 日
旬の味ほりがね物産センター ※ 31 日は午前のみ 1 月 1 日　～　7 日
Ｖｉｆ（ビフ）穂高 １月１日　～　５日※６日初売り

こねこねハウス 31 日は午前のみ営業
（年越しそば販売のみ） １月１日　～　５日

とよしな旬彩市 12 月 29 日　～　１月６日
三郷堆肥センター 定休日 12 月 29 日　～　1 月 3 日観光情報センター
天蚕センター 12 月 28 日～１月３日
三郷サラダ市 午前のみ営業 12 月 30 日　～　１月５日　※６日は午前 10 時～
明科農産物加工交流施設（えべや） 12 月 30 日　～　1 月４日
豊科農産物加工交流センター 12 月 29 日　～　1 月 3 日

●
仕
事
納
め　

12
月
28
日
（
木
）

●
仕
事
始
め　

１
月
4
日
（
木
）

※
火
葬
の
予
約
や
戸
籍
の
届
け
出
は
、

年
末
年
始
の
間
も
市
役
所
本
庁
舎
１

階
西
側
「
夜
間
・
休
日
受
付
」
で
受

け
付
け
ま
す
。
な
お
、
各
支
所
で
は

受
け
付
け
し
て
い
ま
せ
ん
。

●
ご
み
収
集　

12
月
30
日
か
ら
１
月
3

日
（
一
部
地
域
は
4
日
）
ま
で
も
え

る
ご
み
の
収
集
は
し
ま
せ
ん
の
で
、

集
積
所
に
ご
み
を
出
さ
な
い
で
く
だ

さ
い
。「
家
庭
ご
み・資
源
物
収
集
カ
レ

ン
ダ
ー
」
を
確
認
し
、
計
画
的
に
ご

み
を
出
し
ま
し
ょ
う
。

●
し
尿
・
生
活
雑
排
水
の
く
み
取
り　

年
末
に
な
る
と
至
急
の
く
み
取
り
は

で
き
ま
せ
ん
。
早
め
に
確
認
し
、
業

者
へ
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
し
尿　

明
科
地
域
以
外
は
12
月
15
日

（
金
）
ま
で
、
明
科
地
域
は
12
月
8
日

（
金
）
ま
で

▼
生
活
雑
排
水　

12
月
15
日（
金
）ま
で

市
内
を
走
る
デ
マ
ン
ド
交
通
「
あ
づ

み
ん
」
と
定
時
定
路
線
は
、
12
月
29
日

か
ら
１
月
3
日
ま
で
運
休
し
ま
す
。
運

休
中
は
予
約
受
付
も
休
み
に
な
り
ま
す
。

積
雪
50
セ
ン
チ
を
目
安
に
運
休

市
内
運
行
エ
リ
ア
内
で
、
積
雪
目
安

量
が
50
セ
ン
チ
を
超
え
た
場
合
は
「
あ
づ

み
ん
」
と
定
時
定
路
線
を
運
休
し
ま
す
。

問
政
策
経
営
課
企
画
担
当

（
71
・
２
４
０
１ 

71
・
５
１
５
５
）

年
の
暮
れ　

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う　

安
心
の
街

12
月
１
日（
金
）～
31
日（
日
）は

年
末
特
別
警
戒

年
末
は
凶
悪
犯
罪
が
多
発
し
ま
す
。

犯
罪
や
事
件
の
未
然
防
止
の
た
め
、「
年

末
特
別
警
戒
」
を
行
い
ま
す
。
日
ご
ろ

か
ら
、
自
主
防
犯
意
識
を
高
め
、
自
ら

身
の
回
り
を
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

○
特
殊
詐
欺
に
は
～
家
族
の
き
ず
な

「
あ
い
こ
と
ば
」
～

・
家
族
だ
け
の
「
あ
い
こ
と
ば
」
を
決

め
て
お
く

・
料
金
請
求
の
メ
ー
ル
や
ハ
ガ
キ
、
電

話
は
す
ぐ
に
警
察
へ
相
談
す
る

○
子
ど
も
や
女
性
は

・「
防
犯
ブ
ザ
ー
」
を
携
帯
す
る

・
明
る
い
時
間
に
帰
宅
す
る
か
、
遅
い

場
合
は
家
族
に
迎
え
に
き
て
も
ら
う

◯
侵
入
犯
罪
に
は

・
確
実
な
施
錠
を
心
掛
け
る

・
ド
ア
や
窓
に
は
補
助
錠
を
取
り
付
け

る
（
ワ
ン
ド
ア
ー
・
ツ
ー
ロ
ッ
ク

○
自
転
車
の
盗
難
に
は

・
主
錠
と
補
助
錠
の
「
ツ
ー
ロ
ッ
ク
」

に
す
る

・
盗
難
に
備
え
「
防
犯
登
録
」
を
す
る
。

○
車
上
ね
ら
い

・
車
内
を
「
整
理
整
頓
」
し
、
バ
ッ
グ

な
ど
を
置
か
な
い

・
わ
ず
か
な
時
間
で
も
、
車
か
ら
離
れ

る
時
は
、「
ド
ア
ロ
ッ
ク
」
す
る

問
安
曇
野
警
察
署
・
安
曇
野
防
犯
協
会

連
合
会
（
72
・
０
１
１
０
）

お忘れなく !　水道の凍結防止対策

水道メータボックスの凍結防止
方法の例

冬期は、凍結による水道メータの破損が多く発生しています。凍結防止対策
を行わずに水道メータが破損した場合は、使用者に弁償していただく場合があ
りますのでご注意ください。

【凍結しやすい箇所】▷建物の北側やむき出しの水道管▷風あたりの強い場所
【凍結防止対策】▷管の露出部分に凍結防止帯や保温材などを巻く▷水道メータ

ボックス内にビニール袋（口をしっかり閉じる）に入れた発砲スチロール材
などを入れる。

問上水道課管理係（471・2268　672・3176）

年
末
年
始
ガ
イ
ド

市
内
の
主
な
施
設
の
年
末
年
始
の
休
業
日
は
左
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
で
す
。

ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
役
所
・
各
支
所
の
業
務

防
犯

デ
マ
ン
ド
交
通
「
あ
づ
み
ん
」

ご
み
収
集
・
し
尿
・

雑
排
水
の
く
み
取
り

休館・休業・閉庁
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家
庭
か
ら
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

の
見
え
る
化
に
よ
り
省
エ
ネ
行
動
を
推

進
す
る
「
環
境
家
計
簿
」
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
ま
す
。

対
市
内
在
住
の
世
帯

内
環
境
家
計
簿
に
家
庭
で
の
電
気
、
ガ

ス
な
ど
の
使
用
量
を
月
ご
と
に
記
入

し
て
環
境
課
に
提
出
し
ま
す
。
モ
ニ

タ
ー
終
了
時
に
、
記
念
品
と
温
室
効

果
ガ
ス
（
二
酸
化
炭
素
）
排
出
量
、

参
加
者
平
均
値
と
の
比
較
結
果
を
お

送
り
し
ま
す
。

●
期
間　

平
成
30
年
1
月
1
日
（
月
）

～
12
月
31
日
（
月
）（
１
年
間
）

申
12
月
11
日
（
月
）
か
ら
環
境
課
に
電

話
で
。

●
募
集
職
種　

次
ペ
ー
ジ
表
2
参
照

●
雇
用
期
間　

平
成
30
年
4
月
1
日
～

平
成
31
年
3
月
31
日

●
募
集
人
数　

各
職
種
と
も
若
干
名

●
勤
務
条
件　

原
則
と
し
て
午
前
8
時

30
分
～
午
後
5
時
15
分

※
職
種
別
に
勤
務
時
間
や
勤
務
条
件
、

賃
金
な
ど
の
待
遇
が
異
な
り
ま
す
。

申
12
月
11
日
（
月
）
～
25
日
（
月
） 

土
・

日
・
祝
日
を
除
く
、
午
前
8
時
30
分

～
午
後
5
時
15
分

●
応
募
方
法　

申
込
書
を
職
員
課 

（
2

階
�
番
窓
口
） 

ま
た
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
し
、
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
各
担
当
窓
口
に
持
参
す

る
か
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

●
課
題　

次
の
い
ず
れ
か
を
希
望
す
る

場
合
は
、
課
題
作
文
を
Ａ
4
サ
イ
ズ

の
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
１
枚
以

内
に
ま
と
め
、提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
一
般
事
務
・
徴
収
推
進
員
・
学
校
庁

務
員

「
市
役
所
職
員
と
し
て
働
く
上
で
、

大
切
だ
と
思
う
こ
と
」

②
家
庭
児
童
相
談
員

「
児
童
相
談
に
対
応
す
る
上
で
、
大

切
だ
と
思
う
こ
と
」

③
学
芸
員

「
安
曇
野
の
歴
史
・
文
化
を
地
域
に

伝
え
て
い
く
上
で
、
大
切
だ
と
思
う

こ
と
」

●
選
考
方
法　

平
成
30
年
１
月
に
、
各

担
当
課
で
面
接
な
ど
を
行
い
ま
す
。

①
一
般
事
務　

平
成
30
年
１
月
15
日

（
月
）・
16
日
（
火
）
に
面
接
予
定

②
そ
の
他
職
種　

１
月
中
に
面
接
予
定

各
種
計
画
（
表
１
①
～
⑤
）
に
対
す

る
す
る
意
見
等
を
募
集
し
ま
す
。

共
通
事
項

対
市
内
に
住
所
を
有
す
る
か
、
通
勤
、

通
学
す
る
人
。
ま
た
は
、
市
内
で
事

業
を
行
う
個
人
や
団
体
な
ど

●
提
出
方
法　

任
意
の
用
紙
に
意
見
・

提
言
を
日
本
語
で
記
載
し
、
個
人
の

場
合
は
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
、

法
人
の
場
合
は
、
法
人
名
・
代
表
者

名
・
所
在
地
・
電
話
番
号
を
必
ず
明

記
の
上
、
郵
送
・
持
参
・
フ
ァ
ク
ス
・

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
必
要
事
項
の
記
載

が
な
い
場
合
や
、
電
話
・
口
頭
に
よ

る
受
け
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
募
集
結
果
の
公
表　

受
け
付
け
た
意

見
は
、
市
の
考
え
方
と
と
も
に
公
表

し
ま
す
。
個
々
の
意
見
に
対
し
て
直

接
の
回
答
は
し
ま
せ
ん
。

穂 穂高支所　三 三郷支所　堀 堀金支所　明 明科支所　健 穂高健康支援センター ※特に記載のない場合、申込時間は平日の午前８時 30 分から午後５時 15 分まで 凡例　日日時　場場所　内内容　対対象　期期間　講講師　費費用　定定員　持持ち物　申申し込み　 その他　問問い合わせ

計画（案）名称 閲覧場所 募集期間
（当日消印有効） 問い合わせおよび提出先

①老人福祉計画およ
び第７期介護保険
事業計画（素案）

介護保険課（１階�番窓口）、長寿社会課（1階�番窓口）、各
支所地域課、各地域包括支援センター、市民活動サポートセ
ンター「くるりん広場」、市ホームページ

12月19日（火）まで

※各課共通郵便番号　〒399・8281（住所不要）
介護保険課介護保険担当
471・2472　671・2503
mka-kaigohoken@city.azumino.nagano.jp

②第３次市男女共同
参画計画（案）

人権男女共同参画課（２階8番窓口）、各支所地域課、市民活
動サポ－トセンター「くるりん広場」、市ホームページ

12月６日（水）～
平成30年１月５日（金）

人権男女共同参画課人権男女共生担当
471・2406　671・5155
mjinkendanjo@city.azumino.nagano.jp

③第２次市環境基本
計画（案）

環境課（２階5番窓口）、各支所地域課、市民活動サポートセ
ンター「くるりん広場」、市ホームページ

環境課環境政策係 471・2492　672・3176
mkankyou@city.azumino.nagano.jp

④第２次市スポーツ
推進計画（案）

生涯学習課（３階5番窓口）、各支所地域課、各地域公民館、
市ホームページ

生涯学習課スポーツ推進担当
471・2467　671・2338
mshogaigakushu@city.azumino.nagano.jp

⑤第２次市文化振興
計画（案）

文化課（３階6番窓口）、各支所地域課、各地域公民館、穂高
交流学習センター「みらい」、市ホームページ

文化課文化振興係 471・2463　671・2338
mbunka@city.azumino.nagano.jp

募集職種 資格など
賃金予定額（円） 応募書類の 問い合わせ

時給 日額 月額 郵送先 応募書類の提出先

一般事務
パソコン技能（基本
操作・ワード・エク
セル等使用）

870 6,740 ―

〒 399・8281
（住所記載不要）

職員課職員担当
（471・2405　671・5155）

障害支援区分認
定調査員 経験者優遇 1,060 8,230 ― 福祉課障がい福祉担当

（471・2251　671・2328）

就労支援相談員 普通自動車運転免許 990
（1日7時間） ― ― 福祉課生活支援担当

（471・2252　671・2328）

介護認定調査員 経験者優遇 ― 8,230 172,900 〒 399・8303
穂高 6658

介護保険課認定調査係
（482・6497　681・1237）

社会福祉士 要職種資格 ― ― 201,400
〒 399・8281

（住所記載不要）
介護保険課介護予防担当

（471・2474　671・2503）主任介護支援専
門員 要職種資格 ― ― 201,400

保育士 要職種資格 1,130 8,730 183,300 ～
202,700

〒 399・8281
（住所記載不要）

子ども支援課保育担当
（471・2256　672・2065 ）

看護師 要職種資格 1,160 8,970 188,400
保育補助 経験者優遇 870 ― ―

認定こども園・
幼稚園事務員

パソコン技能（基本
操作・ワード・エク
セル等使用）

870
（1日4時間） ― ―

幼稚園教諭 要職種資格 1,130 8,730 183,300 ～
202,700

家庭児童相談員
要職種資格（教員・
医師・社会福祉主事
等）

― 7,700 ― 子ども支援課児童係
（471・2255　672・2065）

保健師 要職種資格 1,360 10,550 221,500
〒 399・8303
穂高 9181
穂高健康支援セ
ンター

健康推進課保健予防係
（481・0726　681・0703）
（注）歯科衛生士は健診等の事業
単位でお願いする短期雇用です。

歯科衛生士 要職種資格 1,240 ― ―

道路維持作業員 普通自動車運転免許 910 7,050 ― 〒 399・8281
（住所記載不要）

建設課維持担当
（471・2425　672・3569）

徴収推進員

普通自動車運転免
許、パソコン技能（基
本操作・ワード・エ
クセル等使用）

― 6,960 ― 〒 399・8281
（住所記載不要）

経営管理課庶務担当
（471・2271　672・3176）

●教育委員会関係（一般事務・学芸員・図書館司書は、交代で土日祝日の勤務があります）

学校図書司書 要職種資格 920 7,170 150,500

〒 399・8281
（住所記載不要）

学校教育課教育総務係
（471・2223　671・2338 ）

学校庁務員 普通自動車運転免許 900 6,960 ―
一般事務（博物
館等の受付・管
理事務）

パソコン技能（基本
操作・ワード・エク
セル等使用）

870 6,740 ―
文化課

（471・2463　671・2338）学芸員（歴史・
考古学）

要職種資格
（考古学は発掘調査
対応可能な人）

― 8,230 172,900

図書館司書 要職種資格 960 7,420 155,800 〒 399・8303
穂高 6765 番地
2 穂高交流学習
センター「みら
い」内

図書館交流課図書館交流担当
（481・3111　682・0966）
●申し込み
12 月 12 日（火）～ 26 日（火）
月曜日を除く一般事務（交流学

習センター等の受
付・管理事務）

パソコン技能（基本
操作・ワード・エク
セル等使用）

870 6,740 ―

学校給食調理員 調理・厨房機器取扱
経験、対応可能な人 900 ― ―

〒 399・8201
豊科南穂高
2661 番地 1

学校教育課中部学校給食センター
（472・2674　672・1466）

各
種
計
画（
案
）意
見
募
集

「
環
境
家
計
簿
」
モ
ニ
タ
ー

問
環
境
課
環
境
政
策
係

（

71
・
２
４
９
２ 

72
・
３
１
７
６
）

市
非
常
勤
職
員

問
職
員
課
職
員
担
当

（

71
・
２
４
０
５ 

71
・
５
１
５
５
）

集

募

●意見募集する計画（案）（表１）

●市非常勤職員　募集職種・応募先（表２）

●非常勤職員（短期雇用）登録も随時受付
　対象　年間を通しての勤務はできないが、短時間（期間）なら勤務できる人。
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場
市
役
所
2
階
相
談
室
２
１
５

対
▽
お
金
の
管
理
や
契
約
な
ど
に
不
安

の
あ
る
人
▽
認
知
症
や
障
が
い
の
た

め
今
後
の
生
活
に
不
安
が
あ
る
人
、

ま
た
は
そ
の
家
族

定
4
人
（
先
着
順
）

申
12
月
11
日
（
月
）
～
15
日
（
金
）
に

中
央
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
電

話
で

相
談
員　

春す
の
は
ら原
隆た
か
お雄
さ
ん
（
一
般
財
団

法
人　

民
事
法
務
協
会
）

長
年
の
統
計
調
査
に
お
け
る
功
績
に

よ
り
、
統
計
功
労
者
と
し
て
次
の
皆
さ

ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

【
県
知
事
表
彰
】▽
信
州
の
明
日
を
計
る

統
計
功
労
賞　

野
本
矩の
り
お男
（
三
郷
）、

等
々
力
啓
司
（
穂
高
）、
上
條
孝
子

（
豊
科
）▽
統
計
行
政
協
力
者
表
彰　

中
村
憲け

ん

（
三
郷
）

【
県
統
計
協
会
長
表
彰
】
稲
葉
か
ほ
る

（
三
郷
）、
宮
澤
濱は
ま
え江
（
豊
科
）、
藤
原

仁
美
（
堀
金
）

ま
た
、
第
65
回
長
野
県
統
計
グ
ラ
フ

コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
次
の
皆
さ
ん
が

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

【
努
力
賞
】　

花
岡
優ゆ

め芽
（
穂
高
西
小
2

年
）

【
学
校
賞
】　

奨
励
校　

穂
高
西
小
学
校

ま
き
ス
ト
ー
ブ
は
、
環
境
に
優
し
い

暖
房
と
し
て
注
目
さ
れ
る
一
方
で
、
煙

や
臭
い
の
苦
情
も
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

現
在
使
用
し
て
い
る
人
や
こ
れ
か
ら

購
入
を
検
討
し
て
い
る
人
は
、
次
の
と

お
り
正
し
く
安
全
な
取
り
扱
い
を
お
願

い
し
ま
す
。

▽
設
置
時
は
で
き
る
限
り
、
煙
が
拡
散

す
る
よ
う
、
煙
突
を
高
く
す
る

▽
ま
き
割
作
業
の
際
に
は
、
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
等
の
作
動
音
や
作
業
場
所
、
時

間
帯
な
ど
、
周
辺
へ
配
慮
す
る

▽
十
分
乾
燥
し
た
ま
き
を
使
う

▽
紙
や
ご
み
な
ど
木
材
以
外
の
物
は
燃

や
さ
な
い

▽
す
す
が
火
災
の
原
因
と
な
る
場
合
が

あ
る
た
め
、
煙
突
清
掃
を
定
期
的
に

行
う

土
地
や
建
物
の
相
続
・
贈
与
・
売
買

な
ど
の
不
動
産
登
記
に
関
す
る
こ
と
、

会
社
（
法
人
）
の
設
立
・
変
更
・
解
散

な
ど
の
登
記
に
関
す
る
こ
と
、
裁
判
所

へ
の
提
出
書
類
の
作
成
な
ど
、
相
談
に

応
じ
ま
す
。

日
12
月
27
日
（
水
）

①
午
前
9
時
～
正
午

②
午
後
１
時
～
４
時

※
相
談
時
間
一
人
30
分

場
市
役
所
2
階　

相
談
室
２
１
１

定
12
人
（
先
着
順
）

申
12
月
20
日
（
水
）
に
市
民
相
談
室
へ

電
話
で
。（
受
付
は
午
前
9
時
～
午
後

5
時
）

市
で
は
、
成
年
後
見
制
度
に
関
す
る

無
料
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

日
12
月
21
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
～
3
時
30
分

暖
か
い
服
装
で
お
出
掛
け
く
だ
さ

い
。
天
候
に
よ
り
、
内
容
が
一
部
変

更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

市
で
は
、
一
つ
の
お
墓
に
多
く
の
遺

骨
を
一
緒
に
埋
蔵
す
る
合
葬
式
墳
墓
の

使
用
者
を
募
集
し
ま
す
。

対
申
請
者
（
使
用
者
）
ま
た
は
被
埋
蔵

者
が
、
市
内
に
住
民
登
録
ま
た
は
本

籍
を
有
す
る
こ
と
。

※
本
年
度
は
遺
骨
の
あ
る
人
を
対
象
と

し
ま
す
。
生
前
申
し
込
み
は
次
回
、

平
成
30
年
度
の
募
集
よ
り
受
付
開
始

す
る
予
定
で
す
。

●
募
集
内
容

①
合
葬
式
墳
墓
の
場
所

　

市
営
穂
高
墓
地
公
園（
穂
高
８
４
１
４
）

②
種
別
お
よ
び
使
用
料

　

表
１
の
と
お
り

●
受
付
期
間　

平
成
30
年
1
月
15
日

（
月
）
～
１
月
31
日
（
水
）（
土
日
祝

休
日
は
除
く
）
の
間
に
要
項
を
確
認

の
上
、
必
要
書
類
を
環
境
課
（
2
階

5
番
窓
口
）へ
直
接
提
出
く
だ
さ
い
。

　

電
話
、
郵
送
、
各
支
所
で
の
申
し

込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。
必
要
書
類
等

詳
細
は
環
境
課
窓
口
で
配
布
す
る
要

項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
使
用
の
決
定　

募
集
数
よ
り
応
募
数

が
多
い
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

一
般
見
学
会

利
用
開
始
に
先
立
ち
、施
設
一
般
見

学
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
12
月
16
日
（
土
）
午
前
10
時
～
正
午

場
合
葬
式
墳
墓

内
施
設
の
自
由
見
学
。
職
員
に
よ
る
施

設
の
説
明

申
不
要

松
く
い
虫
予
防
方
法
の
ひ
と
つ
、
薬

剤
の
樹
幹
注
入
の
施
工
方
法
の
講
習
会

と
施
工
体
験
を
し
ま
す
。

日
12
月
13
日
（
水
）・
17
日
（
日
）

　
【
講
習
会
】
午
前
10
時
～
正
午　

　
【
体
験
会
】
午
後
１
時
～
3
時　

※
両
日
と
も
同
じ
内
容
。
講
習
会
、
体

験
会
、
一
方
の
参
加
も
可
能
。

場
穂
高
権
現
宮
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

（
穂
高
８
４
２
５
‐
１
）

費
無
料　

申
不
要

講
耕
地
林
務
課
職
員

持
軍
手
（
手
袋
）、昼
食
（
一
日
受
講
の

場
合
）、あ
る
人
は
コ
ー
ド
レ
ス
タ
イ

プ
型
電
動
ド
リ
ル
と
木
工
用
ド
リ
ル

刃
（
径
6
・
5
～
7
ミ
リ
）

穂高墓地公園　初の市営合葬墓が完成宝くじの助成金によりコミュニティ備品を整備しました

市が穂高墓地公園に建設していた合葬墓（合葬式墳墓）が完成し、
11 月 16 日に現地でしゅん工式が行われました。

この施設は、多数の遺骨を共同埋葬する施設で、少子化や核家族化
に伴い、墓の管理が困難な事例が増加傾向にあることから整備を進め
たものです。市では初となる形態の墳墓で、個別埋蔵室に 340 体、共
同埋蔵室に 800 体以上が埋蔵できます。施設整備にかかわる総事業費
は約 3,500 万円となりました。見学会および申し込み方法については
上記「合葬式墳墓の使用者」募集記事を参照ください。

中曽根区自主防災会では、公益財団法人長野県市町村振興協会の「地
域活動助成事業」を活用し、ヘルメット、発電機等防災備品を整備し
ました。

この助成事業は、市町村振興宝くじ（サマージャンボ）の収益金を
財源とし、宝くじの社会貢献広報事業の一環として、市町村の明るく
住みよいまちづくりの推進に役立っています。

問地域づくり課まちづくり推進係（471・2494　672・3176）

穂 穂高支所　三 三郷支所　堀 堀金支所　明 明科支所　健 穂高健康支援センター ※特に記載のない場合、申込時間は平日の午前８時 30 分から午後５時 15 分まで 凡例　日日時　場場所　内内容　対対象　期期間　講講師　費費用　定定員　持持ち物　申申し込み　 その他　問問い合わせ

松
く
い
虫
予
防

樹
幹
注
入
講
習
会
・
体
験
会

問
耕
地
林
務
課
林
務
担
当

（

71
・
２
４
３
２ 

71
・
２
５
０
７
）

合
葬
式
墳
墓
の
使
用
者

問
環
境
課
環
境
保
全
担
当

（

71
・
２
４
９
１ 

72
・
３
１
７
６
）

司
法
書
士
に
よ
る

登
記
・
法
律
無
料
相
談

問
地
域
づ
く
り
課
市
民
相
談
室

（

71
・
２
４
９
６ 

72
・
３
１
７
６
）

成
年
後
見
制
度
に
関
す
る

無
料
相
談

問
中
央
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（

72
・
９
９
８
６ 

71
・
２
５
０
３
）

各
種
統
計
功
労
者

問
情
報
統
計
課
統
計
係

（

71
・
２
４
６
９ 

71
・
２
３
３
６
）

ま
き
ス
ト
ー
ブ
の
使
用
時
の
注
意

問
環
境
課
環
境
保
全
担
当

（

71
・
２
４
９
１ 

72
・
３
１
７
６
）

完成した穂高墓地公園合葬墓中曽根区自主防災会で整備した備品

昨年度の講習会の様子

談

相

せ

ら

知

お

市政
トピックス

●合葬式墳墓の種別（表１）

種別 内容 使用料
（永年） 募集数（体）

個別埋蔵室

骨壷等に入れた状態で埋
蔵し、使用期間経過後

（20 年以内）骨壷から骨
を取り出して共同埋蔵室
に合祀します。

15 万円 50

共同埋蔵室
骨壷から骨を取り出して
共同埋蔵室で合祀しま
す。

4 万円 50
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い
る
人
へ
の
支
援
や
、
食
べ
ら
れ
る
食

品
を
捨
て
る
「
食
品
ロ
ス
」
の
削
減
に

つ
な
げ
る
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

日
12
月
16
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
～
4
時

12
月
17
日
（
日
）

午
前
9
時
～
午
後
４
時

場
市
役
所
１
階
東
ロ
ビ
ー

内
各
家
庭
で
ま
だ
食
べ
る
こ
と
が
で
き

る
不
要
食
品
を
提
供
い
た
だ
き
、
福

祉
団
体
、
施
設
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
等

に
寄
付
し
ま
す
。

●
回
収
す
る
食
品

賞
味
期
限
が
１
カ
月
以
上
あ
り
、
家

庭
で
不
要
な
食
品

①
缶
詰
（
肉
、
魚
、
野
菜
、
く
だ
も
の
）

②
イ
ン
ス
タ
ン
ト
・
レ
ト
ル
ト
食
品

③
乾
物
（
パ
ス
タ
な
ど
の
麺
・
の
り
な

ど
）

④
米
・
古
米
（
平
成
28
年
産
ま
で
）

⑤
菓
子

※
状
態
に
よ
っ
て
は
持
ち
帰
り
い
た
だ

く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
回
収
で
き
な
い
も
の

次
の
食
品
は
引
き
取
り
で
き
ま
せ
ん
。

①
賞
味
期
限
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い

②
賞
味
期
限
が
切
れ
て
い
る

③
賞
味
期
限
が
１
ヶ
月
を
切
っ
て
い
る

④
開
封
さ
れ
て
い
る
も
の

⑤
生
鮮
食
品
や
ア
ル
コ
ー
ル

問
回
収
食
品
等
詳
細
は
実
行
委
員
会
・

桜
井
さ
ん
（
０
９
０
・
４
１
５
３
・

２
０
１
９
）
へ

9
月
30
日
に
閉
館
し
た
市
穂
高
老
人

保
健
セ
ン
タ
ー
で
発
行
し
た
入
浴
回
数

券
（
13
枚
綴
）
に
つ
い
て
、
使
い
切
れ

ず
に
未
使
用
で
残
っ
た
回
数
券
の
払
い

戻
し
を
し
ま
す
。

●
請
求
方
法　

払
い
戻
し
請
求
書
を
記

入
捺
印
の
上
、
未
使
用
の
回
数
券
を

添
え
て
長
寿
社
会
課
ま
た
は
各
支
所

地
域
課
に
提
出
く
だ
さ
い
。
回
数
券

を
廃
棄
さ
れ
た
場
合
は
、
請
求
書
に

そ
の
旨
を
自
署
・
押
印
の
上
、
提
出

く
だ
さ
い
。
払
い
戻
し
請
求
書
は
、

長
寿
社
会
課
（
１
階
�
番
窓
口
）
ま

た
は
各
支
所
地
域
課
に
備
え
つ
け
て

あ
り
ま
す
。

●
必
要
書
類
な
ど　

▽
払
い
戻
し
請
求

書
▽
未
使
用
の
回
数
券
▽
印
章
▽
振

り
込
み
先
の
口
座
番
号
が
分
か
る
通

帳
な
ど

税
の
公
平
性
と
税
収
を
確
保
す
る
た

め
、
差
し
押
さ
え
た
財
産
の
公
売
会
を

実
施
し
ま
す
。

日
12
月
12
日
（
火
）

受
付
時
間　

午
後
１
時
30
分
～
2
時

入
札
時
間　

午
後
2
時
～
2
時
10
分

場
市
役
所
3
階　

共
用
会
議
室
３
０
６

対
原
則
、ど
な
た
で
も
参
加
可
能
で
す
。

内●
公
売
予
定
財
産　

ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
、

美
術
集
等
の
一
般
動
産
5
点

●
公
売
方
法　

入
札
方
式

持
印
章
（
認
印
、
法
人
の
場
合
は
代
表

者
印
）、購
入
代
金
（
支
払
い
は
現
金

の
み
）、本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許

証
、
健
康
保
険
証
な
ど
）、
代
理
人
参

加
の
場
合
は
委
任
状

滞
納
税
の
完
納
等
に
よ
り
、
出
品
が

中
止
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

家
庭
に
眠
っ
て
い
る
不
要
食
品
を
提

供
し
合
う
こ
と
で
、
生
活
に
困
窮
し
て

国民健康保険に加入の皆さんへ　医療費の適正化にご協力ください。 年末年始　火災予防のポイント
高齢化の進展や医療の高度化などに伴い、医療費が増加しています。医療費の適正化のために、次の項目へ

ご協力ください。
12 月に入り、本年も残すところわずかとなりました、火気を使う際は、細心の注意をして火の用心に努め

ましょう。安心して年末年始を過ごすため、次の火災予防のポイントを再確認してください。
●火災予防のポイント
・ストーブの消し忘れに注意し、ストーブの上に洗濯物を干さない。灯油の小分け中は、その場を離れない
・コンロの周りに燃えやすい物を置かない。離れる場合は必ずコンロの火を消す
・たき火を行う際は、水バケツ等を用意し、燃え広がらないよう目を離さない。強風時には行わない
・放火対策のために家の周りなど整理しておく
問危機管理課消防防災係（472・6769　672・6739）
　豊科消防署（472・3145）穂高消防署（482・3262）梓川消防署（478・2090）明科消防署（462・2992）

穂 穂高支所　三 三郷支所　堀 堀金支所　明 明科支所　健 穂高健康支援センター ※特に記載のない場合、申込時間は平日の午前８時 30 分から午後５時 15 分まで

差
押
財
産
公
売
会

問
収
納
課
整
理
担
当

（

71
・
２
４
８
１ 

72
・
２
０
６
５
）

安
曇
野
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ

問
福
祉
課
生
活
支
援
担
当

（

71
・
２
２
５
２ 

71
・
２
３
２
８
）

市
穂
高
老
人
保
健
セ
ン
タ
ー

入
浴
回
数
券
の
払
い
戻
し

問
長
寿
社
会
課
長
寿
福
祉
係

（

71
・
２
２
５
４ 

71
・
２
３
２
８
）

祉

福
12 月３日から９日は「障害者週間」
一人ひとりが輝き、こころ豊かに安心して暮らせる「共生のまち」を目指して
問福祉課障がい福祉担当（471・2251　671・2328）

障害者週間は、障がいのある人の福祉に関心を深め、障がいのある人が社会、文化、スポーツなど、
さまざまな分野で積極的に活動できることを目的として設けられています。障がいについての理解を
深め、一人一人が輝き、こころ豊かに安心して暮らせる「共生のまち」をつくっていきましょう。

■障がいのある人への虐待防止
右記のような行為は虐待にあたります。障害者

虐待防止法では、虐待に気づいた人には通報義務
を定めています。

■あいサポーター研修
障がいの特性等を理解し、日常生活でちょっと

した配慮を実践するための講座です。
日 12 月 16 日（土）　午前 10 時 30 分～正午
場市役所 1 階東ロビー
対一般（中学生以上）　定 30 人　費無料
講県あいサポート推進員他
内あいサポート運動について（講義）、障がいの理

解（ＤＶＤ）、ミニ手話講座（体験）。受講者には、
パンフレット、「あいサポートバッジ」をお渡し
します。
申 12 月 13 日（水）までにファクスまたは福祉課

障がい福祉担当（１階�番窓口）に直接。申込
書は福祉課、各支所地域課、市ホームページか
らも入手できます。

■信州パーキング・パーミット制度
　公共施設や店舗などにある障がい者等用駐車区
画の適正利用のため、県内共通の「利用証」を長
野県が交付する制度です。案内表示がある駐車区
画で、自動車のダッシュボードなどに利用証を掲
示して、利用することができます。
対身体障がい者、知的障がい者、精神障がい者、

発達障がい者、難病患者、高齢者、妊産婦、そ
の他けが人または病気などがある人

※交付基準を満たしている人に交付されます。
※申請者の状況に応じ、「車いす使用者」（青色）か「車

いす使用者以外」（緑色）の利用証を交付します。

申次の窓口へ申請してください。
①長野県庁地域福祉課　②松本保健福祉事務所
③市役所福祉課・健康推進課・介護保険課、穂

高健康支援センター

通報窓口　福祉課障がい福祉担当
▷平日（午前８時 30 分～午後５時 15 分）

　471・2251　671・2328
▷夜間・土日・祝祭日

　471・2000 ㈹　671・2166

●身体的虐待　暴力等で傷やあざ、痛みを与えるなど
●性的虐待　わいせつな話や行為をする、映像を見せ

るなど
●心理的虐待　怒鳴る、ののしる、無視するなど精神

的な苦痛を与えること
●放棄・放任　十分な食事を与えず、排せつや入浴な

どの世話や介護をせず、心身を衰弱させるなど
●経済的虐待　年金や賃金を渡さない、勝手に財産や

預貯金を使う

●後発医薬品（ジェネリック医薬品）の利用
　先発医薬品と有効成分を同一量含有し、有効性
や安全性も同等で安価です。利用することで、医
療費の節約になります。
●重複受診をやめる
　同一の病気で複数の医療機関にかかる「重複受
診」は、医療費がかさむほか、注射や薬の重複に
よる副作用などにより、体にも負担がかかります。

●特定健診を受診する
　特定健診を受診している人の生活習慣病医療費は、未
受診の人と比べて約 2 万 8 千円も安くなっています。
受診し生活習慣病を予防・早期発見することで、医療
費の増加を抑制できます。

問国保年金課国保年金担当（471・2473　671・2503）

火の用心

凡例　日日時　場場所　内内容　対対象　期期間　講講師　費費用　定定員　持持ち物　申申し込み　 その他　問問い合わせ
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税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

医
療
費
控
除

納
税
者
本
人
や
本
人
と
生
計
を
一
に
す

る
親
族
に
対
す
る
医
療
費
を
そ
の
納
税
者

が
支
払
っ
た
場
合
に
、
所
得
額
か
ら
控
除

す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

●
平
成
29
年
分
申
告
の
変
更
点

新
た
に
医
療
費
控
除
の
特
例
（
セ
ル
フ

メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
）
が
適
用
さ
れ
、

定
期
健
康
診
断
な
ど
一
定
の
取
り
組
み

（
※
1
）を
行
っ
て
い
る
納
税
者
が
特
定
一

般
用
医
薬
品
等（
※
2
）を
購
入
し
た
場
合

に
も
、
控
除
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

た
だ
し
、
申
告
時
に
特
例
を
選
択
し
た

場
合
は
、
従
来
の
医
療
費
控
除
は
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
時
に
お
む
つ
購
入
の
領
収
書

と
一
緒
に
「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」
を
添

付
す
る
こ
と
で
、
医
療
費
控
除
が
受
け
ら

れ
ま
す
。
交
付
申
請
は
介
護
保
険
課
（
１

階
�
番
窓
口
）
ま
た
は
各
支
所
地
域
課
で

で
き
ま
す
。

●
対
象
者　

6
カ
月
以
上
寝
た
き
り
状
態

に
あ
る
人
。
ま
た
は
同
様
の
状
態
と
認

め
ら
れ
る
人
で
医
師
が
お
む
つ
の
使
用

対
象
と
な
る
費
用

医
師
に
よ
る
診
察
や
治
療
費
、
治
療
に

必
要
な
医
薬
品
、医
療
用
器
具
の
購
入
費
、

介
護
保
険
制
度
の
下
で
提
供
さ
れ
た
施
設

サ
ー
ビ
ス
の
対
価
な
ど
の
う
ち
実
際
に
負

担
し
た
金
額
で
す
。

ま
た
、
上
記
特
例
に
よ
り
、
特
定
一
般

用
医
薬
品
等
の
購
入
費
も
医
療
費
控
除
の

対
象
と
な
り
ま
し
た
。

医
療
費
控
除
を
受
け
る
に
は

１　

必
要
書
類
を
準
備
す
る

申
告
に
は
、「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」

か
「
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
の

明
細
書
」
が
必
要
で
す
。
様
式
は
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。
特

例
を
選
択
し
た
場
合
は
、
一
定
の
取
り
組

み
を
行
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
書
類

も
併
せ
て
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。
領
収
書

は
提
出
不
要
で
す
が
、
自
宅
で
5
年
間
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。

２　

申
告
書
を
作
成
し
、
提
出
す
る

明
細
書
を
添
え
て
申
告
書
と
一
緒
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
確
定
申
告
す
る
場
合

は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申
告

書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
作
成
し
た
確
定

申
告
書
を
印
刷
し
、
郵
送
で
提
出
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

が
必
要
で
あ
る
と
証
明
し
た
人
。

※
初
め
て
控
除
を
受
け
る
場
合
、
お
む
つ

使
用
証
明
書
は
、
主
治
医
が
作
成
し
交

付
し
ま
す
。

※
2
回
目
以
降
は
、
要
介
護
認
定
を
受
け

て
い
る
人
で
、
認
定
時
の
主
治
医
意
見

書
で
お
む
つ
の
必
要
性
が
確
認
で
き
る

場
合
に
「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」
に
代

わ
る
書
類
を
交
付
し
ま
す
。

問
介
護
保
険
課
認
定
調
査
係

　
（
82
・
６
４
９
７　

81
・
１
２
３
７
）

所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
た
め
の
確
定

申
告
は
１
月
4
日
（
木
）
か
ら
税
務
署
に

提
出
で
き
ま
す
。

問
税
務
課
市
民
税
担
当

　
（
71
・
３
１
１
１　

72
・
２
０
６
５
）

平
成
29
年
中
に
給
与
等
（
課
税
対
象
の

手
当
も
含
む
）
を
支
払
っ
た
事
業
主
の
皆

さ
ん
は
、
そ
の
受
給
者
の
住
所
地
（
平
成

30
年
１
月
１
日
現
在
）
の
市
町
村
に
給
与

支
払
報
告
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
公
平
・
適
正
な
市
県
民
税
の
課
税

の
た
め
、
支
給
し
た
全
員
分
の
提
出
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

営
業
、
農
業
、
不
動
産
所
得
の
あ
る
人

で
、
給
料
賃
金
、
雇
人
費
や
青
色
申
告
の

専
従
者
給
与
を
支
出
計
上
す
る
人
も
、
支

給
者
分
の
提
出
が
必
要
で
す
。
提
出
用
紙

は
税
務
署
お
よ
び
税
務
課
、
各
支
所
地
域

課
に
あ
り
ま
す
。

平
成
30
年
度
か
ら
原
則
特
別
徴
収
に

平
成
30
年
度
か
ら
長
野
県
内
一
斉
に
原

則
す
べ
て
の
事
業
主
の
皆
さ
ん
を
特
別
徴

収
義
務
者
に
指
定
し
、
個
人
住
民
税
の
特

別
徴
収
を
徹
底
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
普
通
徴
収
と
す
る
受
給
者
が
あ
る
場

合
に
は
、
普
通
徴
収
切
替
理
由
書
の
提
出

と
、
給
与
支
払
報
告
書
個
人
別
明
細
書
の

摘
要
欄
に
該
当
理
由
の
符
号
の
記
載
が
必

要
で
す
。

要
介
護
認
定
を
受
け
、
障
害
者
手
帳
等

が
な
く
、
身
体
ま
た
は
認
知
症
の
状
態
が

一
定
の
基
準
に
該
当
す
る
人
に
、
申
告
時

に
所
得
控
除
を
受
け
ら
れ
る
「
障
害
者
控

除
対
象
者
認
定
書
」
を
交
付
し
ま
す
。

●
対
象
者　

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る

65
歳
以
上
で
次
に
該
当
す
る
人

▽
障
害
者
控
除　

要
介
護
１
以
上
の
人
の

う
ち
身
体
障
害
者
（
3
級
～
6
級
）
等

に
準
ず
る
人

▽
特
別
障
害
者
控
除　

要
介
護
3
以
上
の

人
で
次
に
該
当
す
る
人

（
１
）
身
体
障
害
者
（
１
級
・
2
級
）
等
に

準
ず
る
人
（
2
）
ね
た
き
り
高
齢
者

※
直
近
の
認
定
調
査
票
・
主
治
医
意
見
書

な
ど
か
ら
判
断
し
ま
す
。

●
申
請
方
法　
「
障
害
者
控
除
対
象
者
認

定
申
請
書
」に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

長
寿
社
会
課
（
１
階
�
番
窓
口
）
ま
た

は
各
支
所
地
域
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
申
請
か
ら
１
週
間
ほ
ど
で
認
定
書

を
郵
送
し
ま
す
。
控
除
の
事
由
の
存
続

期
間
中
は
使
用
で
き
ま
す
の
で
、
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

問
長
寿
社
会
課
長
寿
福
祉
係

（
71
・
２
２
５
４　

71
・
２
３
２
８
）

●
提
出
先　

税
務
課
市
民
税
担
当
へ
郵
送

す
る
か
直
接
提
出
く
だ
さ
い
。
各
支
所

地
域
課
窓
口
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

●
提
出
期
限　

１
月
31
日
（
水
）

●
注
意
事
項

※
11
月
中
旬
に
給
与
支
払
報
告
書
の
総
括

表
と
普
通
徴
収
切
替
理
由
書
の
様
式

を
、
郵
送
し
ま
し
た
。

※
個
人
事
業
主
は
、
提
出
時
に
本
人
確
認

の
た
め
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等
の

本
人
確
認
書
類
を
提
示
ま
た
は
写
し
を

添
付
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。（
郵
送

に
よ
る
提
出
の
場
合
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
等
の
写
し
を
添
付
し
て
く
だ
さ

い
）

※
平
成
29
年
度
の
給
与
支
払
報
告
書
か
ら

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
が
必
要
と
な
り

ま
し
た
。
個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら

も
可
能
な
限
り
簡
易
書
留
に
よ
る
提
出

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
税
務
課
市
民
税
担
当

　
（
71
・
２
４
８
５ 

72
・
２
０
６
５
）

今
か
ら
準
備
！

医
療
費
控
除
の
申
告

平
成
29
年
分
の
市
県
民
税
・
所
得

税
の
申
告
に
向
け
て
、
早
め
の
準

備
を
お
願
い
し
ま
す

医
療
費
控
除

お
む
つ
使
用
証
明
書
の
交
付

（
※
）
生
命
保
険
契
約
な
ど
で
支
給
さ
れ
る
入
院
費

給
付
金
や
、
健
康
保
険
な
ど
で
支
給
さ
れ
る
高
額
療

養
費
な
ど
の
金
額
で
す
。

― ―

― ―

―― ――

●特例を選択した場合の計算方法 ●医療費控除額の計算方法

障
害
者
控
除

対
象
者
認
定
書
の
送
付

１年間に支払った特定一般用医薬
品等の購入費の額

１年間に支払った医療費の合計額

1万円 2千円 10 万円（ただし、その年の所得の合計額
が 200 万円未満の人は、その金額の５％）

保険金などで補てんされる金額 保険金などで補てんされる金額（※）

医療費控除額
控除額は最高８万８千円 医療費控除額

e
エ ル タ ッ ク ス

LTAXをご利用ください

インターネットを利用して法人市民税および償却資産
の申告や給与支払報告書の提出ができる eLTAX（エルタ
ックス）をご利用ください。ご利用いただくには社団法
人「地方税電子化協議会」に届け出が必要です。詳しくは、
協議会ホームページをご覧ください。

uhttp://www.eltax.jp/
ヘルプデスク（40570・01・0591）

新たに e-Tax（国税電子申告・納税システム）や、証明
書コンビニ交付サービスを利用するためには、マイナン
バーカード（個人番号カード）が必要です。インターネ
ット、郵送、市役所窓口（市民課・各支所地域課）で申
請できます。申請後、カードの受け取りまで 3 週間程度
かかります。必要書類等は市民課市民担当まで問い合わ
せください。
問市民課市民担当（471・2489　671・2503）

カードの交付申請はお済みですか？マイ
ナンバー

電子申告

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
は
お
早
め
に

※
1　

一
定
の
取
り
組
み

定
期
健
康
診
断
、
予
防
接
種
、
が
ん
検
診
、

健
康
診
査
、
特
定
健
康
診
査

※
2　

特
定
一
般
用
医
薬
品
等

医
師
に
よ
っ
て
処
方
さ
れ
る
医
療
用
医
薬
品

か
ら
、
薬
局
で
購
入
で
き
る
一
般
用
医
薬
品

に
転
用
さ
れ
た
医
薬
品
の
こ
と
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募集

決定

「安曇野検定」受検者を募集

三郷交流学習センター　愛称は 「ゆりのき」 に決定
平成 30 年 3 月 10 日に開館する「三郷交流学習センター」。市民の皆さんによる愛称の投票を行った結果、

「ゆりのき」が多数を占め、愛称に決定しました。

開館後、学習の拠点として、多くの皆さんに愛される施設とな

るように努めてまいります。

愛称の応募と投票にあたり、多くの皆さんにご協力いただきま

した。ありがとうございました。

問図書館交流課（481・3111　682・0966）

各種情報コーナー
名称 内容 日時・場所 定員・費用 申し込み・問い合わせ

市体育協会
安曇野テニス協会
火曜ナイタースクー
ル（中上級クラス）

安曇野テニス協会の中級
者、上級者で試合ができ
る人向けのナイターテニ
ススクールです。

日：平成 30 年 1 月 16 日～ 3
月 27 日（2/13 除く）（火曜日・
全 10 回）
時：午後７時～９時 30 分
場：常念ドーム

対：中・上級者
定：12 人（先着順）
費：6,500 円（全 10 回分）
持：硬式用テニスラケット、

テニスシューズ

申：安曇野テニス協会ホーム
ページ掲示板から申し込み
ください。
受付期間 12 月 16 日～平
成 30 年 1 月 16 日
問：一色裕史さん（安曇野テ

ニス協会）4080・1266・
0976

学舎 2000
東 孝博氏講演会

篠崎医院豊科診療所院長
の講師が、こころの病を
持つ人への理解と寄り添
い方について専門医の立
場から講演します。

日：12 月 16 日（土）午後１時
30 分～３時 30 分（開場午後
０時 30 分）　
場：堀金公民館３階会議室

対：一般　費：無料　
申：不要

問：学舎（まなびや）2000
事務局（明北小学校内）・
青木さん 462・5865

第 119 回
井口喜源治記念館
クリスマス会

信州大学名誉教授の武富
保さんが「内村鑑三と井
口喜源治～信仰と教育～」
をテーマに講演を行います。

日：12 月 23 日（土）
　午後２時～４時
場：碌山公園研成ホール

費：なし 問：井口喜源治記念館　望月
さん（482・5927）

試験日時　平成30年１月28日（日）
午前 10 時～ 11 時（60 分）

試験会場　豊科交流学習センター「きぼう」

●対 象 者　誰でも受検可能です
●受 検 料　無料
●出題範囲

平成 29 年度安曇野検定準備講座の内容から出
題します。
●受検申込期限　平成 30 年１月９日（火）
●申し込み方法

受検申込書を生涯学習課（市役所３階5番窓口）、
豊科交流学習センター「きぼう」、穂高交流学習セン
ター「みらい」、各地域公民館のいずれかへ持参する
か、生涯学習課へファクスで申し込みください。な
がの電子申請サービスからも申し込みできます。

※講座に参加していない人でも受検できます。
※講座資料は市ホームページまたは生涯学習課

で入手できます。
※試験の概要や申込方法などの詳細は、申込書

または市のホームページにも掲載しています。

問生涯学習課社会教育担当
　（471・2466　671・2338）

ながの電子申請サービス

順位 候補名 投票数
1 ゆりのき 262
2 き ず な 221
3 え が お 212
3 ゆ　　め 212
5 ひ か り 192
6 つ ば さ 171
7 かがやき 166

投票結果（投票総数　1436 票）

償
却
資
産

固
定
資
産
税
の
償
却
資
産
と
は
、
会
社

や
個
人
で
事
業
を
営
む
人
が
、
そ
の
事
業

の
た
め
に
使
用
し
て
い
る
土
地
・
家
屋
以

外
の
機
械
・
器
具
・
備
品
な
ど
で
す
。
所

得
税
法
ま
た
は
法
人
税
法
の
規
定
に
よ
る

所
得
の
計
算
上
、「
損
金
ま
た
は
必
要
経

費
」
に
算
入
さ
れ
る
も
の
で
す
。

償
却
資
産
の
申
告
を

毎
年
１
月
１
日
現
在
、
市
内
に
償
却
資

産
を
所
有
す
る
人
は
、
申
告
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

申
告
用
紙
を
12
月
上
旬
に
発
送
し
ま

す
。
用
紙
の
不
足
や
、
用
紙
が
届
か
な
い

と
い
っ
た
場
合
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
期
限
間
近
に
な
る
と
窓
口
が
大
変
混

雑
し
ま
す
。早
め
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
告
時
の
注
意

前
年
と
同
じ
で
も
申
告
し
て
く
だ
さ

い
。
資
産
の
多
少
、
金
額
の
大
小
に
か

か
わ
ら
ず
該
当
す
る
資
産
は
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。
法
人
税
や
所
得
税
・
市
県

民
税
の
申
告
を
し
な
い
場
合
で
も
こ
れ

ら
の
資
産
を
所
有
し
て
い
る
場
合
は
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

償
却
資
産
評
価
の
計
算
方
法

取
得
価
格
か
ら
、
経
過
年
数
に
応
じ
減

価
を
し
て
計
算
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
申

告
用
紙
と
一
緒
に
送
付
す
る
「
固
定
資
産

税
償
却
資
産
申
告
の
手
引
き
」
を
参
照
し

て
く
だ
さ
い
。

個
人
が
設
置
し
た

太
陽
光
発
電
設
備
の
申
告

個
人
が
地
面
や
家
屋
の
屋
根
等
に
設
置

し
た
太
陽
光
発
電
設
備
で
も
、
次
の
場
合

は
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
全
量
売
電
す
る
設
備

▽
発
電
し
た
電
力
を
自
宅
で
使
用
し
余
剰

分
を
売
電
し
て
い
る
場
合
で
、
設
備
の

発
電
出
力
が
大
き
い
設
備
（
発
電
出
力

10 

kw
以
上
）

※
個
人
事
業
主
や
法
人
が
取
り
付
け
た
太

陽
光
発
電
設
備
は
、
す
べ
て
償
却
資
産

に
該
当
し
ま
す
。

中
小
企
業
者
等
が
経
営
力
向
上
計

画
に
基
づ
き
取
得
し
た
設
備
の
固

定
資
産
税
の
軽
減

平
成
29
年
中
に
中
小
企
業
等
経
営
強
化

法
に
基
づ
く
経
営
力
向
上
計
画
の
認
定
を

受
け
て
、設
備
を
新
規
取
得
し
た
場
合
は
、

申
告
を
し
て
下
さ
い
。

▽
経
営
力
向
上
計
画
に
つ
い
て
は
中
小
企

業
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

uhttp://w
w

w
.chusho.m

eti.go.jp/
keiei/kyoka/

申
告
時
の
本
人
確
認
お
よ
び

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
確
認

提
出
時
に
本
人
確
認
（
身
元
確
認
お
よ

び
番
号
確
認
）
の
た
め
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
と
運
転
免
許
証
な
ど
の
本
人
確
認

書
類
を
提
示
ま
た
は
写
し
を
添
付
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。（
郵
送
の
場
合
は
、
写

し
を
送
付
し
て
く
だ
さ
い
）

家
屋
を
取
り
壊
し
た
ら

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

家
屋
に
係
る
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１

月
１
日
現
在
に
存
在
す
る
家
屋
に
課
税
さ

れ
ま
す
。
課
税
さ
れ
て
い
る
家
屋
を
平
成

29
年
中
に
一
部
分
で
も
取
り
壊
し
た
場
合

は
、
床
面
積
の
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
届
け

出
を
お
願
い
し
ま
す
。
届
け
出
が
な
い
場

合
に
は
、
平
成
30
年
度
も
引
き
続
き
課
税

さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
届
出
方
法　

税
務
課
・
各
支
所
地
域
課

に
備
え
付
け
の
「
家
屋
取
り
壊
し
申
告

書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
告
書
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
入
手
で
き

ま
す
。

問
税
務
課
家
屋
担
当

　
（
71
・
２
４
８
２　

72
・
２
０
６
５
）

課
税
内
容
を
課
税
明
細
書
で

ご
確
認
く
だ
さ
い

市
で
は
税
負
担
の
公
平
の
観
点
か
ら
、

土
地
、
家
屋
お
よ
び
償
却
資
産
の
調
査
を

随
時
進
め
て
い
ま
す
が
、
平
成
28
年
度
の

固
定
資
産
税
に
課
税
誤
り
が
あ
り
、
11
件

総
額
76
万
３
１
０
０
円
を
還
付
し
ま
し

た
。
ま
た
、
地
方
税
法
等
の
規
定
に
よ
り

還
付
で
き
な
い
過
誤
納
金
が
、
7
件
32
万

５
０
０
円
あ
り
ま
し
た
。
該
当
の
皆
さ
ま

に
、
改
め
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

4
月
に
郵
送
し
た
固
定
資
産
税
納
税
通

知
書
に
同
封
の
課
税
明
細
書
で
、
課
税
内

容
の
確
認
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課
家
屋
担
当
・
土
地
担
当

　
（
71
・
２
４
８
２　

72
・
２
０
６
５
）

固
定
資
産
税

償
却
資
産
の
申
告

申
告
期
限
は
１
月
31
日（
水
）ま
で

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
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改組新第４回日展
工芸美術長野県入選者展

本年の日展（工芸美術の部）に
入選した県内在住の作家の作品を
展示します。
日 12 月 19 日（火）～平成 30 年

3 月 4 日（日）
午前９時～午後５時
休館日　月曜日（月曜日が祝日
の場合、その翌日）、年末年始

場美術館　水辺のギャラリー
費入場料　無料（本館展示室は有料）

新春さわやか元旦マラソン
１年の幕開けをマラソンでさわ

やかに過ごしませんか。世界かん
がい施設遺産に登録された拾ケ堰
沿いを２キロ、３キロ、５キロか
らコースを選んで自分に適した距
離とペースで走ります。
日１月１日（月）
　午前 10 時 30 分集合
　午前 11 時スタート
場堀金多目的屋内運動場「常念ド

ーム」集合）※雨天時は、常念
ドーム内

費 100 円（保険料）　申不要

第12回ファミリースポーツレストラン
誰でも気軽にできる軽スポーツ

を家族で楽しむイベントです
日１月 21 日（日）

午前９時～正午ころ
（受付　午前８時 45 分～）
場堀金総合体育館
対中学生以上と小学生以下のチー

ムで参加できる人
費１チームにつき800 円（スポネット

常念会員のいるチームは 600 円）
内競技メニュー：囲碁ボール、タ

ーゲットソフトバレー、ビーン
ボウリング、とれミントン、わ
なげ 9 ＆ Q

申１月 16 日（火）までに堀金総合
体育館窓口で参加料を添えて申
込みください。

【共通事項】
場国営アルプスあづみの公園（堀

金・穂高地区）
費入園料　大人 410 円、小中学生

80 円、65 歳以上 210 円、幼児
無料

ツインイルミネーション
光と森のページェント

イルミネーションと冬の夜空と
夜景が一体となり宝石がちりばめ
られたような風景を演出します。
期平成 30 年１月８日（月）まで
　午後４時～９時

光と花火のショー
内イルミネーション期間中、毎週

土曜日と 12 月 24 日（日）は、
夜空を彩る花火を打ち上げます。

（時間：午後８時から約５分間）

公園からの
クリスマスプレゼント

クリスマスイブの週末に子ども
たちにポン菓子と人形劇をプレゼ
ントします。 
日12 月 23 日（土）・12 月 24 日（日）
場公園内あづみの学校
内ポン菓子の配布（各回先着100人）

①午後４時～②午後５時～
③午後６時～
人形劇・パペットシアター
23 日「3 匹のコブタ」
24 日「眠り姫」
午後７時～７時 50 分

費無料

佐藤大史写真展「廻っている」
市内在住の写真家・佐藤大史さ

んによる展示です。アラスカやカ
ナダなどの野生動物、風景の写真
約 20 点を展示します。
日 12 月 13 日（水）～ 24 日（日）

午前９時～午後５時
※初日は午後１時から　休館日　

12 月 18 日（月）
場美術館　南の蔵
費無料

友の会手仕事くらぶ しめ縄講習会
日 12 月 22 日（金）

午前9時30分～11時30分
場美術館 1 階オリエンテーション

ルーム
内正月用のしめ縄を作ります
費無料　講古幡正夫さん
定 15 人（先着順）
持ハサミ・座布団
申 12 月 12 日（火）から美術館へ

電話または直接

研成ホール美術講座
子ども美術教室

問研成ホール
4682・0769

中央図書館
おはなしとしょかん

クリスマススペシャル
問中央図書館
484・0111　684・0116

国営アルプスあづみの公園
（堀金・穂高地区）の催し

問国営アルプスあづみの公園
　堀金・穂高管理センター
471・5511　671・5512

安曇野髙橋節郎記念美術館の催し
問安曇野髙橋節郎記念美術館　481・3030　682・0551

豊科郷土博物館　こたつ講座（全６回）
問豊科郷土博物館　472・5672　672・7772

豊科近代美術館の催し
問豊科近代美術館
473・5638　673・6320

Information Box
穂 穂高支所　三 三郷支所　堀 堀金支所　明 明科支所　健 穂高健康支援センター

基本的なデッサンから絵画、彫
刻制作を学びます。
日１月 13 日、20 日、27 日、２月

３日、10 日（全５回・毎週土曜日）
　午前の部・午前 10 時～ 11 時

30 分
　午後の部・午後１時 30 分～３時
場研成ホール研修室Ⅱ
対小学生から高校生
定 15 人（先着順）
費 3,000 円（材料費含む）
講濱田卓二さん
申 12 月 11 日（月）～１月 10 日
（水）の間に碌山美術館（482・
2094682・9070）へ（受付時
間は午前 10 時～午後５時・12
月 20 日～ 31 日を除く）

図書館職員によるクリスマスの
おはなし会です。
日 12 月 16 日（土）

午前 10 時 30 分～ 11 時
場中央図書館　おはなしのへや
対乳幼児以上　費無料　申不要

それぞれの分野の学芸員を中心に、とっておきの話を
する講座を開催します。こたつを囲んで話をするような
感覚で気軽に参加できる講座です。
日午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分　場博物館２階学習室
費受講料　100 円（資料代）※別途入館料が必要
定各回 30 人
申各回開催の前日までに博物館へ電話で。（受付時間は

午前 9 時～午後 5 時）休館日　月曜日（祝日の際は
翌日）・祝日の翌日・年末年始（12 月 28 日～１月４日）

①年末年始料理講座
ローストビーフ、和風リゾット、

ミニおせちなど、年末年始に食べ
てみたい料理を作ります。
日 12 月 21 日（木）午前９時 30

分～正午
場明科公民館　調理実習室
対市内在住・在勤の人
費 1,000 円（受講料・材料費）
定 20 人（先着順）
講高橋清美さん
（前松本広域調理師会会長）
持重箱など持ち帰り容器
申 12 月 11 日（月）～ 12 日（火）

の間に、明科公民館へ電話で（受
付時間は午前９時～午後５時）

②お正月の花を飾ろう
自分で生けたお花を部屋に飾っ

て新しい年を迎えませんか。
日 12 月 26 日（火）午前 10 時～

11 時 30 分
場明科公民館　創作室
対市内在住・在勤の人
費 2,000 円（受講料・花代を含む）
定 15 人（先着順）
講細川留美子さん
持花器・剣山・花ばさみ・新聞紙・

タオル
花器や剣山がない場合は、申し
込み時にその旨を申し出くださ
い。入れ物（300 円程度）で用
意します。

申 12 月 18 日（月）から 19 日（火）
の間に、明科公民館へ電話で。（受
付時間は午前９時～午後５時）

明科公民館の講座
問明科公民館内明科地域課地域担当
462・4605　662・5894

堀金総合体育館の催し
問堀金総合体育館内スポネット常念事務局
472・6340

記号説明　日日時　期期間　時時間
場場所　　内内容　対対象　費費用
定定員（先着順）　資資格　持持ち物
講講師　申申し込み　m 電子メール
提提出先　限期限　問問い合わせ

生涯学習・施設など

催し講座

昨年度の様子

展示作品

回 日付 内容（担当）

第１回 12月16日（土）大糸線はなぜ明盛村を通り、池田
町を外したのか（原明芳）

第２回 12月23日（土）お蚕さまさま（倉石あつ子）

第３回 1月 6日（土）昭和の自宅結婚式～これから結婚
式をする人たちへ～（宮本尚子）

第４回 1月20日（土）未来に受け継ぐ長峰山の自然
（松田貴子、藤田淳一、土田秀実）

第５回 1月27日（土）安曇族、乗るのは舟ではなく馬
（百瀬新治）

第６回 2月 3日（土）勘左衛門堰をめぐる村と人
～拾ケ堰開削前史～（逸見大悟）

※興味のある講座のみの受講も可能です。

ON AIR 情報　広報ラジオ番組
市からのお知らせ番組を
あづみのエフエム　76.1MHｚで放送中

●広報あづみの　暮らしのガイド（１日２回・５分番組）

月曜日～日曜日　朝６時55分～　夕方６時55分～
●広報あづみの　ラジオ版（１日２回・15 分番組）

　月曜日～金曜日　昼０時45分～　午後２時45分～
●まちづくり多士済々

毎週水曜日　午前 11 時～正午
（「中柴香苗の水色の時間」内で放送）

スマートフォン、タブレット向け
の無料アプリ「マチイロ」で「広
報あづみの」を配信しています。
uhttp://machiiro.town/

市公式ツイッター
アカウント　@Azumino_city

インターネット
スマホで広報紙が読めます
手軽に子育て生涯学習情報を入手

マチイロ
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講演会

イベント

第 12 回安曇野文化講演会　
小泉武夫 講演会　「発酵と微生物の神秘」

日本の発酵学の第一人者、小泉武夫さんによる味
み そ

噌や醤
しょうゆ

油、
日本酒など身近な発酵食品をつくる微生物についての楽しい
講演会です。

■日　時　12 月 17 日（日）
開演：午後１時 30 分～３時（開場：午後１時）

■場　所　豊科公民館ホール
■講　師　小泉武夫さん（食文化論者・文筆家）
■定　員　500 人（先着順）
■申し込み　不要（入場無料）

問文化課文化振興係　471・2463　671・2338 小泉武夫さん

全国都市緑化信州フェア

「信州花フェスタ 2019」　500 日前イベント

国内最大級の花とみどりのイベント、全国都市緑化信州フェア「信州花フェスタ 2019　
～北アルプスの贈りもの～」が、平成 31 年（2019 年）4 月から松本平広域公園をメイン会
場に、市内では、国営アルプスあづみの公園と烏川渓谷緑地をサブ会場にして開催されます。

本年 12 月 11 日、開幕 500 日前を迎えるにあたりイベントを開催します。

■日　時　12 月 16 日（土）　午前 11 時～午後 7 時（予定）
■場　所　松本市　イオンモール松本　晴庭　きらめきコート
■内　容　クリスマスコンサートや当日参加できるイベントなど。

　　　　詳細は、信州花フェスタ2019公式サイトをご覧ください。
　　　　　uhttps://shinshu-hanafesta2019.jp/
■申し込み　不要

問第 36 回全国都市緑化信州フェア実行委員会事務局
　（長野県建設部都市・まちづくり課全国都市緑化信州フェア推進室内）
4026・235・7349  m ryokka-fair@pref.nagano.lg.jp


